
情報通信審議会 郵政政策部会 

郵便局活性化委員会（第２回）議事録 

 

 

１ 日 時 平成 30 年３月 20 日（火）10 時 00 分～12 時 00 分 

２ 場 所 総務省共用 10 階会議室（10 階） 

３ 出席者 

 （１）構成員（敬称略） 

米山 高生（主査）、東條 吉純（主査代理）、石山 アンジュ、大平 展子、 

桑津 浩太郎、関口 博正、竹内 健蔵、横江 公美、横田 純子 

（２）オブザーバー 

 （自治行政局） 

   植田 昌也（行政経営支援室長）、門前 浩司（過疎対策室長） 

（３）前橋市 

山本 龍（市長）、大野 誠司（政策部参事） 

（４）総務省 

    武田 博之（官房総括審議官） 

（５）事務局 

（情報流通行政局） 

巻口 英司（郵政行政部長）、北林 大昌（企画課長）、野水 学（郵便課長）、 

    牛山 智弘（貯金保険課長）、中山 裕司（国際企画室長） 

 

 

 



４ 議 題 

（１）自治体からのヒアリング 

   前橋市 

   （地域課題の解決に向けた郵便局との連携への期待） 

（２）専門委員からのプレゼンテーション 

桑津 株式会社野村総合研究所研究理事 

（高齢化、人手不足とデジタル化の影響 -ICT の進展と郵便局との関係-） 

（３）専門委員からのプレゼンテーション 

    石山 一般社団法人シェアリングエコノミー協会渉外部長 

   （シェアリングエコノミーの考え方と郵便局との取り組みの可能性） 

（４）専門委員からのプレゼンテーション 

    横田 特定非営利活動法人素材広場理事長 

（福島からみる地方の課題と可能性） 

（５）意見交換 

（６）その他 
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開  会 

 

○米山主査  おはようございます。本委員会主査の米山でございます。第２回郵便局活

性化委員会を始める前に、本日はカメラ撮りの申し出がありましたので、会議冒頭の部

分を撮影いたします。ご出席の皆様方にはあらかじめご了解いただきます。 

 それでは、よろしいでしょうか。撮影をご終了、お願いいたします。カメラ撮りの方

はここで退室をお願いいたします。 

  ただいまから第２回郵便局活性化委員会を開催させていただきます。前回の委員会に

おいて、郵便局を取り巻く社会的経済環境の変化と今後の検討の方向性について話があ

りましたが、社会経済環境の変化の一つとしてシェアリングエコノミーが挙げられてい

ました。その観点から３月２０日付で石山専門委員が当委員会のメンバーとなりました。

石山委員におかれましては今後ともよろしくお願いいたします。本日は石山委員からプ

レゼンテーションをお願いしておりますので、その際に一言ご挨拶いただければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

議  題 

 

  （１）自治体からのヒアリング 

     前橋市 

 

○米山主査  それでは、お手元の議事次第、こちら紙で配付しております。議事を進め

てまいります。議事の第１番目は自治体といたしまして前橋市によるヒアリングを行う

ことにしております。 

 そこで、前橋市長、山本様にご説明をお願いしたいと思いますが、前橋市の説明の資

料は資料２にございますので、これを参考にしていただきながら、ご説明をお願いいた

します。よろしくお願いします。お時間ですが、質問も入れて２５分ぐらいでいただけ

れば助かりますが。よろしくお願いいたします。 

○山本前橋市長  前橋市長の山本龍でございます。前橋市は、医療機関の多さ、大学の

数、医療と教育が充実した都市であります。しかし、一番の売りは、実は赤城山です。
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赤城山しか売りがないのかもしれませんけれども、赤城山がどこからでも望めるすばら

しいまちになっております。 

 そんな中で、人口減少社会というのが今到来しております。どうやって行政コストを

減らすか、市役所のすぐ隣にある県庁と、公用車をお互い４００台ずつ持っているので、

やめて、シェアしようなんていう議論も始めています。いろいろなことを含めて、少子

化を乗り切りたいなと思います。 

 このペーパーで言えば、９ページを見ていただければありがたいと思いますが、とに

かく２０１０年の前橋市の人口と３０年後の前橋市の人口ですけれども、問題点なのは

２０１０年のときの６０代の男女が何と一番大きい幅なんですけれども、それが３０年

後、９０歳代の女が最大の人口規模を誇る時代が来るということで、男性はかなり減る

んですが、女性はなかなか帯が減らないというところがすごいところで、女性を寝たき

りの高齢女性でなくて、元気で、アクティビティーの高い女性として維持するのが、僕

たち前橋市がやらなくてはいけないところでございます。 

 そんなことを含めまして、今回、郵便局さんとどういう連携をしているかというお話

をさせていただきたいと思います。 

 ただ、国の予測人口値を説明したわけなんですけれども、実際にはほとんど減ってな

いんですね。２０１０年から８年間で２,０００人ぐらいしか減っていませんので、ど

うしてなんだろうといろいろ考えておりますが、高齢者の方々が前橋市に戻ってくる、

あるいは移住先として選んでいただく。赤城の魅力なんだろうと思いますけれども、ダ

ブルプレースだとか、テレワークだとか、いろいろな形で前橋市に戻ってくる。Ｉター

ン、Ｊターンの方々も多いなと思うのと、もう一つ、外国の留学生がどすんと増えてお

りまして、その方たちのおかげで人口減少に名目上のストップはかかっておりますけれ

ども、おっしゃるとおり、人口構造の変化、高齢化、少子化というのが大きな課題にな

ってきております。そこで、郵便局との連携を考えてきております。 

 日常的に郵便局長さんと接点があり、よく議論させていただいておりますが、前橋市

内に分散しておる拠点、４６拠点の郵便局は我々にとっての大きなパワーになるという

ことを実感しております。 

 １２ページです。前橋市は関東の外れの田舎ですけれども、小学校、中学校の卒業式

には郵便局長さんが必ず出席されるようなところであり、その存在がすごくありがたい

なと考えております。 
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 前橋市の持っているコミュニティセンターの数よりもはるかに多い、そういう郵便局

長会との連携をどうやって進めていくか。そこには親近感、信頼感、そしてこれまで長

きにわたっての公的機関、金融機関としての市民の信頼があるということでございます。 

 そこで、１３ページ、前橋市において郵便局長との連携の視点ということで、行政の

業務をただ任せるのではなくて、お互いに補完し合えることはないんだろうかと、そう

いうことを我々は議論させていただいております。そのためにもフランクに議論し、相

手の取り柄を確認したり、こちらの弱みをさらけ出したり、そういう定期的な連絡会議

で交流を行ってきております。 

 その結果、さまざまな事業が行われてまいりました。全国、どこでもおやりになって

いるんでしょうけれども、手紙の書き方教室だとか、あるいはサッカーボールをプレゼ

ントされたり、といった連携もありますけれども、前橋独自とすれば、前橋の絵はがき

をつくって売っていただいたり、前橋市のマスコットは豚の「ころとん」というんです

けど、ころとんとポスくまのコラボシールを作っていただいたりしています。これは郵

便局長さんが今年作っていただいた通帳入れなんですけれども、こんな通帳入れを配っ

ていただいたり、そんな感じで、ここ５、６年にいろいろな連携が進んできております。 

 最近では包括連携協定を結ばせていただいたりもしております。１７ページでは、災

害発生時における協力だとか、道路の損傷の情報提供とか、危険空き家の情報提供だと

か。そして、防災ラジオ、前橋はＦＭまえばしの防災ラジオを配っておりますけれども、

市内の全ての郵便局で置いていただいたり、いろいろなことで動きが進んできておりま

す。ありがいことですね。 

 １９ページなんですけれども、前橋市は実は農業生産高が日本で自治体として１１番

目の農業生産高を誇っております。あまり有名じゃないんですけれども、豚肉はおいし

いと言われておりますが。そんな中、郵便局長さんたちも前橋のブランド、市長が認証

する前橋独自ブランドを持っておりまして、お手元に配っている赤城の恵シリーズとい

うのがあります。この間、食味会をしたんですけれども、郵便局長さんがみんな来てく

れて、食味して、ゆうパックのお歳暮で使うよなんて言っていただいて、ありがとうご

ざいます。こういう連携を進めておるところでございます。 

 一番の連携は何といったって、２０ページのマイナンバーカードの取得申請支援です。

前橋市は、ＩＣＴ、特にマイナンバーカードを活用するさまざまな活動を実はしており

まして、そういう意味で、マイナンバーカードの取得を進めるということが我々とすれ
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ば必須の条件なんですけれども、残念ながら取得率は１０％ちょっとということで、大

して自慢できないところでございましたので、お願いしたところ、何と郵便局長さんた

ちが、それじゃ俺んちの局舎にマイナンバーカードの申請登録の端末を置いてやるよと

いうことで、４６局全てに置いていただいております。これによって、年間１,０００

件くらいの伸びが見込めるんじゃないかと思っております。 

 おじいちゃんやおばあちゃんたちの何といっても生活経済の窓口である郵便局に高齢

者が年金引き下ろしに行ったときに、マイナンバーカードの登録機があるということは

全然違うことでございまして、郵便局長さんがそこで登録したらいいよとひとこと言っ

てくれるだけでどんどん伸びているということをお礼申し上げたいと存じます。利用者

からはなじみの局長さんで安心というお声をいただいているところでございます。 

 ２３ページにありますように、郵便局への私どもの地方自治体としての期待というの

は均一なサービス、ユニバーサルサービス、そして、行政サービスの連携、協業、そし

て、郵便局ならではの連携と協業、こういうことを取り組んでいきたいと思っておりま

す。その上で不法投棄の情報提供とか、フードバンクとの連携、そして、独居老人に対

する見守りサービスの展開、そして、できれば前橋市の赤城山の四季折々のポスターな

んかを東京の郵便局で貼ってもらうといいなと思っております。こういうことを含めて、

地域レベルで前橋市役所と前橋の郵便局長さんとの間でわいわいと決めたいろいろなこ

とが東京の郵便局にも波及してお手伝いいただくみたいな、地域レベルで決めたことが

全国に展開できるような一つの応援をしてもらえればありがたいなと思います。 

 最後に、何といっても郵便局の取り柄というのは、本人確認ですね。これは行政と郵

便局、あとは警察ぐらいしかできないことですけれども、本人確認という郵便局の強み

をどうやって我々の行政との連携に持っていけるか。ここが一番キーなんだろうと思い

ます。前橋市役所と郵便局長さんの信頼でいろいろなことを行っていきたいと思います

けれども、最終的には総務省の中で議論されるんだろうと思うんですけれども、ローカ

ライズした取り組みというものが、群馬、前橋で実験的にやってみろというような感じ

で、総務省内で認めていただければありがたいなと考えております。 

 大野から補足させていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○大野前橋市参事  前橋市役所政策部参事の大野でございます。本日はこのような機会

をいただきまして、どうもありがとうございます。山本市長から既にご説明いただいて

おりますけれども、４の郵便局への期待と国への要望のところを中心にご説明させてい
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ただければと考えております。 

 既に市長から申し上げたとおり、２３ページでございますけれども、郵便局というの

はこれまで充実した拠点数と偏りのない配置、均一なサービスという、市役所と比べて

も、非常に優位性があると思っています。ただ、郵便局と協業するに当たって今の行政

サービスをそのまま郵便局への民間委託の先として検討するということになってしまう

と、郵便局と他の業種、他の業者さんとの比較というところになっていきます。これま

で議論してきた中で郵便局ならではというところが一番の売りだと思っていまして、そ

ういったところでいろいろ議論できればいいなと考えております。 

 前橋市は、幸いにして山本市長がそういう環境をつくっていただいていることもあり

まして、自治体と地域の郵便局の議論する場というものが定期的にありまして、その中

で、こういうことができないか、ああいうことができないかというのを双方で議論して

まいりました。そうした取り組みというのが全国で広がっていく。ともすると、東京で

考えたことを地方でやりませんかという話ではなくて、地方でいろいろ考えたことが地

方の裁量で柔軟にできると、よりいいのではないかなと考えているところでございます。 

 ２４ページでございますけれども、前橋の郵便局長さんの強いご支援のもとで、郵便

局でのマイナンバーカード申請の支援ということで、非常に利用者の方にご好評いただ

いております。ただ、ほとんどの方からカードを市役所にもう一度とりにいかなきゃい

けないのが不便だよね、郵送で送られてこないのか、と言われると局長さんからもよく

聞いているところでございます。現状の制度では受け取り、または申請のタイミングで、

自治体窓口での本人確認が求められているところでございます。もろもろの手続の整理

はあるかもしれないですけれども、制度的に郵便局でのご本人確認を認めていただくと

いう形にできると、利用者さんにとっては郵便局にいくだけでマイナンバーカードの申

請が完結してご自宅に郵送されてくるという形も検討できるのではないかなと考えてお

ります。こうすることで市民、自治体、国、郵便局、さらには日本郵便全体にもメリッ

トがある形になるのではないかなと考えまして、僣越ではございますけれども、国への

要望という形で２４ページに書かせていただきました。ぜひ総務省の中で議論していた

だけると、また、市長も申し上げましたけれども、前橋を実験台にしていただいても構

わないと思っていますので、ぜひともよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○山本前橋市長  終わります。 
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○米山主査  どうもありがとうございます。今の前橋市長様のお話に関して質問ござい

ましたら、お願いします。 

○横江専門委員  よくこういうお話を伺うと、マイナンバーカードをまず持ってもらう

という話が一番に来るかと思うんですけど、持ってもらうためにはどういうふうに利用

がしやすいかというのがすごく重要だと思うんですね。いつも私たちが困るのは、講演

したり、大学でも講演してもらったりすると、マイナンバーカードともう一つ本人確認

をわざわざコピーして郵送で送るということをしなければいけない。そうすると、かな

り高齢者でお話をしていただく方は、面倒くさいとか、コピーが家にないとかというと、

結局、それができないとおっしゃる方があるんですね。ですから、マイナンバーカード

を使うときのサポートはあるのでしょうか。なければ、そちらの方も考えていただきた

いなというふうに思っています。 

○大野前橋市参事  マイナンバーカードに関しましては、前橋は、取得促進と利活用の

推進を両輪と捉えて、両方やっていくことで進めていきたいと思っています。これまで

はどちらかというと、資料にはありませんが、利活用推進としていろいろ取り組みをさ

せていただいておりまして、例えば、若い女性の方、お子さんをお持ちの方がメーンに

なりますけれども、母子手帳の電子化でマイナンバーカードを活用している。その趣旨

は、母子手帳には市役所で保有している様々な情報が手書きされているんですけれども、

市役所でいろいろ持っている健康情報をご本人に適切にデータとしてお返しするという

ときに、マイナンバーカードの機能でご本人を特定する機能がございますので、それを

活用させていただいている。 

 また、ご高齢者を対象にいたしまして、前橋ではマイタクというタクシーの運賃補助

制度がございます。現状紙で運用しているんですけれども、非常に好評で、月間２万件

程度の利用がありまして、紙の利用券が市内で２万枚、タクシー運転手、タクシー会社

を経由して、市役所に届いて精算処理しているという非常に煩雑なことになっています

が、それをマイナンバーカードで電子化するといった取り組みをやっています。マイタ

ク制度は、その方が高齢者である、利用者ご本人であるということを特定して補助を行

っている制度ですので、そういったところでマイナンバーカードの特性としてもうまく

整合がとれている。利活用の推進と取得促進、これを両輪にして進めていきたいなと。

その一環として郵便局さんに非常にご協力をいただいているというところでございます。 

○米山主査  よろしいでしょうか。 



- 7 - 

 

○横江専門委員  はい。 

○米山主査  ほかに何かございませんでしょうか。東條主査代理どうぞ。 

○東條主査代理  先ほど大野参事からのお話の中で、窓口業務の一部を民間業務委託す

る可能性についておそらく前橋市の中でも検討されたということだと思うんですが、実

は、前回のこの委員会で、民間業務委託の可能性とハードルというんですかね。それが

進まないハードルについてプレゼンをいただいたんですが、前橋市の場合、今のお話だ

と、他の事業者との見合いにおいて、郵便局だけを特別扱いすることはできないのでと、

このようなニュアンスの話でしょうか。そのほかにも何か躊躇する要因というのがござ

いますか。 

○大野前橋市参事  正直、まだ前橋市役所の業務を民間に委託するという取り組みはあ

まり進んでいないというのが実態でございます。ただ、今年秋から冬ごろにかけて、市

役所での証明書の交付の業務に関しては民間の方を活用して市役所職員の業務を減らし

て、ほかの業務に回すといったようなことを考えております。そういう意味ではあまり

外の拠点にいろいろなものをお願いするという議論は十分には進んでいないというのが

一つございます。 

 また、例えばコンビニとの関係ということで、またマイナンバーカードの話になって

しまいますけれども、コンビニでマイナンバーカードを活用して、住民票だったり、税

証明だったり、印鑑証明だったりといったものを取得できます。郵便局さんでも場所を

貸していただいて、キオスク端末を置かせていただいて同じことをやることはできるん

ですけれども、前橋市内、コンビニが１６７カ所ございまして、郵便局さんにその業務

をお願いするよりは、コンビニに既にあるキオスク端末を活用させていただいてやった

ほうが合理的だろうという判断でコンビニさんにお願いしています。 

 他方、何度も郵便局ならではと申し上げていて、市長のほうからも本人確認という説

明がございましたけれども、こういう言い方は何なんですけれども、コンビニの窓口、

コンビニの店員さんに本人確認をお願いするというのは行政としては難しいと思ってい

ます。ですので、本人確認性というものを重視するような業務であれば、郵便局さんな

らではというところで、またいろいろ議論することができるのかなと考えているところ

でございます。 

○米山主査  よろしいでしょうか。 

 私から１点よろしいでしょうか。シート１２ページで、市内のコミュニティセンター
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等３２カ所よりも郵便局のほうが多いということで、その数としても重要なんですけど、

ここは郵便局との関係で指摘されていますが、一方で管轄官庁は違いますけれども、地

域包括ケアセンターのように介護の関係とも市が中心になってすごく大事だと思います。

今後の高齢に対してネットワークみたいなものを築かれているんでしょうか。 

○山本前橋市長  福祉行政への郵便局からのアプローチというのはとてもおもしろいと

思いますね。ただ、現実に僕たちの包括医療センターというのは市内を５カ所に分けた

ところに配置済みでございますし、ＣＣＲＣ（Ｃｏｎｔｉｎｕｉｎｇ Ｃａｒｅ 

Ｒｅｔｉｒｅｍｅｎｔ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ：持続的なケア付きの高齢者たち

の共同体）の機能もそこの中に詰めている。そこにむしろ郵便局が局舎を移転する。

そういうネットワーク化のほうが僕はおもしろいと思っておりまして、今も郵便局に対

して局舎を移動してくれよと頼んでおるんですけれども、いろいろ課題がありますから

ね。そういう形の中で、どう考えても郵便局は、やっぱり高齢者ネットワークの中心と

考えています。それは郵政側から少しいいアイデアを出していただけないと、我々が局

舎移転費を持つとしても、郵政側の経営的なことがいろいろなことがありますから、そ

こまで介入できないというのが本音でございますね。 

○米山主査  ありがとうございます。 

○大野前橋市参事  補足でございますけれども、１４ページの経緯の中でございますと

おり、平成２９年９月から地域包括支援センターの開催する地域ケア調整会議に地域の

局長さんにご参加いただいて、地域で連携したケアをどうやっていくかという議論には

郵便局長さん、ご参加いただいているところでございます。 

○米山主査  どうもありがとうございます。ほかにございますでしょうか。では、どう

もありがとうございました。 

○山本前橋市長  ありがとうございます。 

○米山主査  大変貴重なご報告をありがとうございました。 

 

  （２）専門委員からのプレゼンテーション 

     桑津 株式会社野村総合研究所研究理事 

     （高齢化、人手不足とデジタル化の影響 -ICT の進展と郵便局との関係-） 

 

○米山主査  それでは続きまして、議事（２）の専門委員からのプレゼンテーションと
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いたしまして、高齢化、人手不足とデジタル化の影響について、桑津専門委員にご説明

をお願いしたいと思います。桑津専門委員、よろしくお願いいたします。 

○桑津専門委員  桑津でございます。それでは、お手元の資料２－２のほうでご説明を

させていただきたいと思います。タイトルとしては、「高齢化、人手不足とデジタル化

の影響」ということで、主に民間企業がこういう動きをしているということと、郵便局

はどう対応するのかなというところをご紹介したものです。 

 ページとしては１ページでございまして、マクロ的な分析の前に目の前のお話をさせ

ていただきますと、これは都内ということで、都心部なんですけど、コンビニの時給が

えらい勢いで上がっています。夜勤の人が採れません。最近、コンビニは朝行きますと、

中高年のおじさん、おばさんが顔色、非常に悪いと。どういうことかというと、アルバ

イトが採れないので、昭和生まれのオーナーが店を維持しています。ですが、アンケー

ト調査をやりますと、平成生まれの息子と娘はもう嫌だといって逃げ出しかかっており

まして、今一説には３０％ぐらいなくなっちゃうんじゃないかというシナリオもありま

す。加えて、当然ですが、前橋さんの例にあったように、留学生、外国人比率が上がっ

てまいりました。 

 こういった状況を見たときに、もう一つここに出てきていないデジタル化が無人店舗

ということで、テレビ等にも出てきておりますが、無人レジ、無人店舗という議論が、

今までは技術的にできるよというお話だったんですが、そうではなくて、お店をあける

ためにはそれが必要かもねという議論に方向感が変わってきております。 

 ２４時間営業なんかが典型例なんですけど、民間企業の例なんですが、アンケート調

査をやると、みんな２４時間やらなくていいよという。だけど、自分の家の前は２４時

間あいていてほしいですかというと、みんな「はい」というんですね。まさに勝手と言

えば勝手な状況が現在あります。 

 これをマクロ的にあらわしたのが次の２ページ目でございます。人口は大変減ります。

したがって、労働力人口も減っちゃうと。こういう状況下においてはアプローチが３つ

ございます。１つは、働く人がより長く働く。ここ、ちょっと不適切だとよく怒られち

ゃうので、補足しておきますが、女性がスウェーデン並みに働く。これは女性が働いて

いないというんじゃなくて、男性もスウェーデンの男並みに家事、育児をするという前

提でやるとすれば、一億総活躍で、この調子で６００万人ぐらいをひねり出せる。この

段階では、男性も６５定年とかないからという、そういう世界でありまして、誤解をお



- 10 - 

 

それず言いますが、７５まで働いてねと。これは２０３０年ベースで、そこからあとは

８０まで行けという、そういうシナリオで、引退はないというのがモデルであります。

これが１個目。 

 ２個目が移民であります。今、留学生という形で出てきておりますが、次の３ページ

目でございまして、これは実は、日本においてはおそらく移民は無理です。無理という

のは、頑張って採るんですけど、アメリカにおけるメキシコ移民やドイツにおけるトル

コ移民みたいな構造的に人をたくさん引っ張ってくることはできません。というのは、

本来であれば中国から来るはずだったんですが、中国のほうがむしろ結構な勢いで人口

が足りなくなってきております。東南アジアを含めて、全部足りません。足りているの

はインドとアフリカだけでして、一部の予測によると、２０３０年、４０年、世界の子

どもの４０％はアフリカになるという説があるぐらいでして、これは変な映画かもしれ

ませんけど、２０４０年になると多分奴隷貿易がもう一回始まるだろうというふうに言

われております。何を何としているかというと、日本は移民をお金で、札束でたたいて

連れてくる構造には多分できない。もしそれができるのであれば、東京の今の建築だっ

てもっとたくさん外国人労働者を連れてこられるはずです。ですが、現実はドバイが日

本の２倍の給料を払っておりますので、日本人はお金があるから連れてこられるよとい

うのは、残念ながらそんな現実はなかったということです。 

 むしろ中国の側は、ちょっと今日のテーマとは本質から外れますが、歯科技工士や美

容整形といった方々の日本人を次々と向こうへ連れていっております。向こうのほうが

給料は高いです。したがって、平日は中国で働いて、休日は日本に帰ってきたらという

のがこれからのトレンドで、むしろ日本は移民を連れてくるんじゃなくて、引っこ抜か

れるほうを気にするというモードに入ってきました。 

 次のページが４ページ。こういった状況下で、唯一残った方策は、デジタル化とか、

ＩＴといった生産性を上げざるを得ません。少ない人数でやっていくという道筋をつく

ろうよということです。 

 民間企業側からしますと、既に一部動きは走っていまして、次の５ページ目、お願い

いたします。２０２０年は自動化元年であります。いろいろな言い方はされていますが、

農機なんかは完全自動化が見えてまいりました。建設機械もそれに近いです。建設機械

の例で言いますと、ドローンを飛ばして、右上に地図みたいな山の絵がありますが、赤

い砂を青いところに持っていってねとマウスを動かすと、機械が自動で動いて砂を運ぶ
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というところまでは来ています。ただ、これはそんな簡単な話ではなくて、時間がかか

りますし、過渡期には当然むしろ人間のほうが必要になる。実は、これは後ほどやりま

す郵便局と同じ構図でして、あした既に全部自動化ができますと言っているんじゃなく

て、自動化に向けたゆっくりした流れがあるんですが、そんな簡単にはいかないよとい

う状況です。 

 次のページの６ページ目をごらんください。自動化が簡単にできますのは、逆説的で

すけど、周りに人間がいないところです。周りに人間がいるとそんなに簡単にいかなく

て、郵便局はまさに一番難しい構造に入ってきていると思います。ただ、１つ理想の自

動化を目指すとお金と時間がどんどんかかってしまって、非常に厳しい。今日、資料を

お持ちしていませんが、先ほどコンビニの自動化の議論をしました。コンビニの自動化

は、無人化をやる際に非常に問題になっていますのが商品の認識であります。ご存じの

ように、アメリカのアマゾンｇｏなんかはお店中にカメラがありまして、商品を手にと

ってかばんに入れるというのをカメラが映像認識して、この商品を買ったねといって、

スマホにお金をチャージするという構造になっています。ですが、こういったモデルは

そんな簡単ではなくて、実はユーザーに対して不利益を課しています。例えば映像で認

識するというんですけど、小さい水銀電池を認識できますかとか、たばこ、全部わかる

んですかとか、つくり方がばらばらな惣菜をほんとうに映像認識できますかというと、

できません。ですから、アマゾンはこれに対して、非常に画期的な解決策を見出したん

ですね。どういうことかというと、小さい商品は売らないという解決策でありまして、

それは認識できるわなという構造。もちろん、これから技術がどんどん進んでいくと、

小さい商品は認識できるんですけど、それが完成するのを待っていると２０２５年にな

ってしまって、今、２０１８年の問題が解決できないんですね。ですから、ある程度環

境を制約するというのが、民間企業は営利で動いていますから、これができるというか、

やらざるを得ないという構造です。 

 ちなみに、半分笑い話ですけど、ポテトチップなんかを映像認識するに当たって、非

常に映像認識しにくいというので、向こうが考えた１つのアイデアが、商品のパッケー

ジを全面ＱＲコードにする。そして、２.５インチ四方の四角のところにポテトチップ

のブランドと値段と、中身はこれよと書いた札をつけてやれば、映像認識できるといっ

たんですが、それをお店の壁に並べると倉庫みたいになっちゃって、お客さんは、それ

を買う気が失せるということで、ある意味、メーカーさんとかは激怒しました。パッケ
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ージに命をかけているのに、そんなことをやるなよという話です。これは何を言ってい

るかというと、現実に人が足らなくなるのでやらなきゃいけないんですけど、全てがあ

したできるというわけではありませんし、過渡期において若干ユーザーに不利益を与え

る構造が非常にでき上がってきております。それもぎりぎり人がいないよという構造に

おいて、じゃ、コンビニを閉めちゃっていいのねと言われると、若干不便なお店であっ

てもあったほうがいいかなという議論が、今ぎりぎりのところをやっているというのが

民間企業の状況です。 

 これはいろいろな理屈になっていまして、決済をスマホに限定しろとか、店舗を企業

内だけにしろとか、いろいろな議論をやっております。これは例えば自動運転が２０２

０年解禁されますけど、高速道路だけです。何でかというと、高速道路が、逆説的です

けど、自動運転が簡単なんですね。信号もないし、人も飛び出してこないし、比較的道

がきれいでまっすぐだからというので、東京や前橋の下町を自動運転でがんがん走るの

は相当先の話になりますから、それまではできるところだけやるというのが自動化の議

論です。 

 ただし、ここからが本番ですが、次の７ページをお願いいたします。郵便局はそうは

いかないだろう。１つは、郵便局も人手不足からは逃れられません。ただ、先ほど言っ

た民間企業みたいに、商品のパッケージを変えていいですかとか、売るのはやめちゃっ

ていいですかという議論はないと思っています。これは人からお伺いした話なんですが、

郵便局はかつては地域のファーストワンタッチだった。一番最初に来てくれるのが郵便

局。今は民間企業とか、人がいなくなったときの地域のラストワンタッチだと。最後ま

で残る、逃げないというのが大きなコンセプトなんだと。そこが信頼されているんだと

いうことで、単純一方的なデジタル化や機械化、無人化はそぐわない。ただ一方で、だ

けど、労働集約なので、人をすごく食っているという構造を、民間企業の場合は足りな

いのをどうするというので無人化と言えばいいんですけど、郵便局はそうはいかないと

いうことで、この２つをどう無理せず成り立たせるのという議論だと思います。 

 １つコンセンサスとしてあるんじゃないかなと思っているのは、局舎の中やバックヤ

ードみたいな、デジタル化で人が振り向けられるところはあるだろう。そこで得た、貴

重な人的資源をラストワンタッチの大事なお客様の応対、接点の部分に振りかえていく

んだろうなということで、単純に機械化でなくせというのではなくて、そこで得た貴重

な人を生み出して、お客様といいますか、先ほどの地域の高齢者の方々や、ＩＴ弱者の
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方も含めた人々の接点のほうに割り振っていくということです。 

 言い方はよろしくないんですけど、僕は人づきあいが苦手だから、後ろで倉庫でとい

う議論は申しわけないけど、やめてくれということで、より内部に関しては合理化、機

械化、無人化を大胆にやりながら、そこでの人を外に割り振って地域のラストワンタッ

チの能力を最後まで維持するというのがおそらく難しい問題なんだろうと思っています。 

 その後、局舎内のお客様の対応や配達時の顧客の接点の部分、これは今日、お持ちし

てないんですが、宅配ボックスがポイントになりそうです。おそらくどこかの会社が宅

配ボックスをただで配り始めたところがポイント、転換点になります。宅配ボックスを

ただで配って、中に入れましたよというのをスマホに送ってくる。今日は家へ帰れない

という場合は、スマホで１回引き取ってとやるとか、そういったところが非常に重要に

なりますので、顧客の応対のところや、配達の部分を含めたユーザーとの接点の部分で

すね。格好をつけて、ユーザーエクスペリエンス、ＵＸと言っていますけど、ここをつ

くらなきゃいけないというのがポイントかなというように思っております。 

 それに伴いまして、もう１個忘れちゃいけないのが、これはオフィスのソフト化はコ

ンピューターシステムをつくれば大体できちゃうんですけど、こういった人のやりくり

のところはトライアルをやらないといけないんだろうなと。ちゃんと動くよということ

を示さないといけない。先ほど特区とかいう話がありましたけど、改めて特区は再評価

していただく必要がございますし、郵便局の中においても、既にあると承知しておりま

すけれども、こういった自動化を実験的にトライアルする。場合によってはトラブルが

起きるんですね。そこをあえて用意しておく必要があるだろうと思います。 

 先ほどアマゾンの無人店舗のお話をしましたが、実は中国でも同じトライアルをやっ

ています。中国は、最後に商品を持って、出口のところで、ガラスのコーナーに囲まれ

て、そこで決済して、決済がちゃんと終わらないと出ていけないというモデルなんです

ね。大体ご想像のとおり、トラブルが起きまして、お客さんが１２時間閉じ込められる

という大問題が起きたことがあります。もちろん日本においては、こんなことをやった

ら社長の首が民間企業は飛んじゃいます。だけど、言い方はよくないんですけど、その

やり方が正解なんです。それによってソフトのバグをとっていますから。 

 きのうの新聞とかにも出ましたけど、無人コンビニのソフトの会社が日本にこれから

来ますので、そういう状況です。何を言わんとしているかというと、これからやってき

ますデジタル化のトライアルというのは、もちろんお客様に迷惑をかけてはいけないん
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ですけれども、結構トライアルや実証実験的なものを積極的にやっていかないと、頭の

中で考えて密室で実験したらうまくいきましたというものではどうやらないなというこ

とで、ちょっと変な言い方ですけど、郵便局内特区、もしくは特区郵便局というのをつ

くっていただいて、かなり大胆に取り組んでいただく。特に自治体の首長様のご理解が

ある、まさに前橋様のようなところにそういうのを置いていただくというプロセスが必

要なんだろうな。そこにおいては、時々何かの間違いで精算を間違えて、お金を２回取

っちゃうということがひょっとしたら起きるかもしれないんですけど、それは正しく心

からおわびしてフォローすればいいのであって、だからやめろという議論にはしないと

いうのがポイントとして必要で、これを全国の郵便局で同時にやれというのは無理なの

で、ご理解があって、環境のあるところでやっておく必要があるんじゃないかというふ

うに思っています。 

 最後に１個だけ、実は、デジタル化と並んで、もう１個だけ急速に民間企業で今進み

かかっているのが保育所対応です。つまり、先ほど女性の社会参加率を上げると上から

目線で言いましたけど、育児、そういうのを助けるんだよという前提です。今回、民間

企業がかなり保育所をつくるという方向に来ました。大手の金融機関も、あるいは企業

内託児所みたいなものを、コンビニの２階は託児所ですというのがわりとリアルにある

構造になってきています。ここは非常にプッシュします。そうしないと、働く人が一緒

に仕事をしてもらえないという構造が今出来上がってきつつあります。安倍政権におい

て民間企業で資金を拠出しろという話になっています。この資金の拠出先の有力候補が

これです。つまり、民間企業側は自分のお店、事業所内に託児所、保育所機能をつくる

ということをこれからより加速します。もうじきランキングみたいなのを我々の会社で

もやります。どこの企業がナンバーワンよというのをやって、プッシュして、そこの企

業はいい企業だというのをこれからどんどん押していこうよという方向になります。予

想より早いです。 

 もう１個、そこまでこうやっているときにやると、男は何をするんだ、おまえ、逃げ

切る気かとかという話が、非常に厳しい突っ込みが来ております。弊社内では、半分笑

い話も兼ねていますけど、部長以上の人間は保育士の免許を取るかという話をわりと真

顔でやっておりまして、みんな大学を出ているから楽勝だと言ったんですが、残念なが

らピアノがきついという話になって、５０代超でみんなでピアノを練習するかという話

になっておりまして、これはほんとうにそれをやれよなと。この企業内保育所をつくっ



- 15 - 

 

たら、外から保育士を連れてくるんじゃなくて、部長が交代で見ろよというのをわりと

真顔でやろうと。そうしないと、本気で動けないわなという議論です。 

 ですから、これはちょっと言い方はよくないかもしれませんが、郵便局においても競

って保育士の免許をみんなで取ろうじゃないのという取り組みをやらざるを得ない。や

らざるを得ないじゃなくて、やりますよと。それをやらないで、女性の社会参加率を上

げろって、それは変だよねというのが一つ言い方として出ております。 

 笑い話っぽく言って大変恐縮でございますけれども、企業でもお金を出すということ

に対して、お金は出せるんですね。次は人を出せという議論になってきましたので、そ

の両方をやらなきゃいけない時期が来ております。そういう面で、郵便局が既に保育所

や託児所等の場所の仲介をやっているというのは既にインプットしていただきました。

もう一歩踏み込まないといけないかな。さっきのトライアルの例ですけれども、併設型

というので、民間企業に負けないよというのを１つぐらい。ここは別に競争していいは

ずでありまして、文句を言われる筋合いはありません。営利事業じゃないので。ですか

ら、こういったものもわりと出す必要があるのかなということでございます。 

 済みません。ちょっと長くなりましたが、私どものプレゼンは以上でございます。 

○米山主査  どうもありがとうございました。 

 それでは質疑、１０分間ありますので、十分質問していただきたいと思います。いか

がでしょうか。 

○横江専門委員  現実的な議論ではなく、こうなったらこうなる、こうなるんではない

かといった、ちょっとチャレンジなことを伺いたいんですけど、先ほどコンビニがほと

んどの行政のものを出してくれるわけですね。番号があると、キオスクで。そうすると、

本人確認できる郵便局ならでは。本人確認がマイナンバーでできるようになるとするな

らば、コンビニでいいんじゃないか、「ならでは」って何だろうと考えたときに、さっ

きの人が足りなくなっていくという話と重なってくるんですけど、コンビニも人が足り

ない。私、実家のことがあって、実家のビジネスをここ半年ぐらい経営しているんです

が、それは介護と医療なんですけど、完全な人手不足です。そうして考えると、郵便局

も人手不足だろう。コンビニも人手不足だろうといったときに、コンビニと郵便局とい

うのは一体化せざるを得ないんじゃないかと。そのときに郵便局のほうが場所が離れて

いるとなると、郵便局のほうがなくなっていくのかもしれないなんていう議論もあるの

かなと思ってしまったんですけど。もちろんそれを残すためにどうするかというふうに
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考えたとき、そのぐらいまでのシナリオを考えながら今後の郵便局をどうするかという

ことを考えなければいけないのではないかということを桑津さんの話を聞きながら思っ

たんですけど、そのあたりのシナリオというのはあるんでしょうか。 

○桑津専門委員  郵便局側のシナリオは、私ではわからないので、コンビニ側だけ確認

させていただきますと、コンビニは何でもできる的に言っちゃいましたけど、現実には

店の形一つとっても、狭いの、細長いの、あるし、２階があいているやつがあるわけで

はありませんよね。ですから、全てのところが、みんな保育所できるかというと、そう

はいかないです。ただ、傾向で言いますと、地方の中核都市や地方都市のほうは比較的

駐車場が広くて、わりとやれるんですね。むしろ、都心の小さいお店は難しいよという

話になっています。ですから、最後のワンタッチとか、人がいますよという議論をする

と、郵便局のほうがより人とのソフトタッチの領域を最後まで維持できていけますよね

というのは間違いありません。コンビニは一歩間違うと、ほんとうに都心や夜間は全く

人がいませんという構造になっちゃいますので、わかってて、住民票をとるだけだった

らそれでもいいのかもしれないですけど、高齢者の方から見たときに、全然人がいない

お店というのはちょっと敷居高いよね。「自動販売機じゃん、それ」という話もあるわ

けでして、それでも欲しいという議論と、それで十分ですかというとそうではないなと

思っています。 

 ということで、これは民間企業側の話なんですが、かなり方向感が重なっているのは

間違いなくて、さっきの保育所もそうですし、郵便局の中にもある種の自動機は入るん

だろうなと。バックヤードなんかは自動化されたっておかしくないよねと私も思います

し、ゴールは同じじゃないんだけど、同じようなところを並走して走る感じになるかな。

一部民間企業のほうが営利で動いている分だけ前提条件が軽いので、先に行っちゃうと

ころはちょっとあって、そこが心配と言えば心配。ただ、郵便局には圧倒的なブランド

と信頼感がありますので、それがなくなるという議論はないだろうというふうに我々は

思っています。ただ、先ほどおっしゃられた、ならではというのに関して、もう１段細

かく見なきゃいけないかもしれませんねというのは相手あっての話だという意味ではお

っしゃるとおりだと思います。 

○山本前橋市長  ちょっとよろしいですか。 

○米山主査  どうぞ。 

○山本前橋市長  おもしろいご指摘ですよね。郵便局の本人確認がマイナンバーカード
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でできることを言われて、コンビニだって同じだろうというご意見ですか。 

○横江専門委員  意見ではなく、将来的になる可能性があるんではないかという議論で

す。例えばアメリカに比べるとマイナンバーカードは、ものすごく使い方は不便だと感

じています。マイナンバーを尋ねられたとき、すでにそれが本人確認のはずなのに、何

で顔写真のついた別の証明書を貼らなければいけないかと思うんです。結構面倒くさい

んですね。でも、これがもっと進んで、アメリカみたいになるとソーシャルセキュリテ

ィー番号の番号を言えばいいだけになります。ネットワークでつながっているので。日

本でも、そのうちマイナンバーの番号を言えばどこでも本人確認ができるようになって

いくのではないか。マイナンバーが盗まれたら問題ですが、マイナンバーの番号が本人

確認になり得るという想定もあるのではないかと思ったんです。 

○米山主査  ちょっと横から入って失礼します。私、あまり詳しくはないんですけれど

も、マイナンバーを設計したときに、アメリカとかいろいろな国を参考にしており、ア

メリカなどでは確かに普及しているけど、社会保険で不正受給が多いという問題があり

ました。そこで我が国ではきちっとやるために手続はどうしても煩雑になるという面が

あるので、番号さえ言えばいいとはいかないわけですね。 

○横江専門委員  そうすると、番号だけでは確認できないところとなると、お金にかか

わってくるところなのかなと思います。お金の絡む部分というのはコンビニではなく郵

便局でしかできない業務になるのかという議論があり得るわけですね。 

○大野前橋市参事  もともと前橋の郵便局でマイナンバーカードの取得支援をやってい

ただいたときの議論の発端は、郵便局長さんのほうが、高齢者の方が免許証を持ってな

い。特に女性の方が郵便局で手続をやるときに顔写真つきの身分証明書をお持ちでない

方が多い。そういったところで、顔写真つきの身分証明書として、しかも無料でとれる

というのがマイナンバーカードの最大の魅力。それを何とかとらせたいなと思って誘導

してみるんだけれども、市役所まで行かなきゃいけないとか、写真を撮らなきゃいけな

いとか、それがハードルになっているので、郵便局で何かお手伝いすることはありませ

んかというふうな話から始まったものです。番号だけというわけではなくて、顔写真が

ついて本人確認ができるというところは、行政としても最終的に本人確認をやる際には、

ご本人であるということを番号だけではなかなか確認できないので、顔写真と突き合わ

せる。そういったところが大事で、提案の郵便局での本人確認も、最後、そのカードが

ご本人に渡るということを確認しなきゃいけないとか、そういったことは大事で、そこ
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の信頼性が失われると、そもそもマイナンバーカードそのものが身分証明書としても機

能しなくなるというところはあると思うので、お金が絡んだり、どうしても本人確認し

なければならないといった機能というのは結構大事に残って、郵便局と連携できるとこ

ろになるんじゃないかなと個人的には思っております。 

○米山主査  よろしいでしょうか。どうもありがとうございます。ほかに。竹内委員ど

うぞ。 

○竹内専門委員  ご説明ありがとうございました。今の件に関連します。今拝聴したお

話と、前橋市さんのプレゼンテーションを比べてみて、すごくおもしろく思ったんです

けれども、先ほどから出てきた、郵便局ならではという、そのならではの中に毎日郵便

局員が循環しているということがあります。局員が歩き回ってお年寄りの状況を確認で

きたり、あるいは不法投棄などをチェックできる。しかし今後省力化が進んできたら、

配達物はドローンで運んで、宅配ポストなどにぽんと入れて帰ってきてしまうことにな

る。そういうことをすると、郵便局ならではというものがなくなってくると思います。

私はそういうような感想を持ちました。 

○桑津専門委員  一応、悪いほうのシナリオはそっちです。いいほうのシナリオは、運

ぶほうというか、高齢者向けの対応の接点の部分は人間が運ばなきゃいけない。ただ、

そもそも運ぶ人が減ってきたときに、優先的に見守ったりしなきゃいけないルートをそ

ういった人間の方が優先的に運んで、そうじゃない産業用途みたいなやつはドローンな

り、自動運行車両で運べばいいですよね。どっちにしても、総量の人はともかく足りな

くなりますので、その場合は、郵便局の中のバックヤードで、お客様と接点を持ってい

ないところはより自動化を進めてはいかがですかというのがポイントでありまして、私

もラストワンタッチをやめようと言っているわけではなくて、ラストワンタッチに最後

まで人を残すためにはそれ以外のところは自動化、無人化が進むのではないでしょうか

というのが考え方で、ファーストワンタッチのところを機械でやれよというのは、そも

そも今回の趣旨と違うというふうに我々は理解しています。それをやっていいのは民間

企業側で、民間企業側はどんどんそっちへ行くでしょう。限定的なところだけお客様サ

ービスを残すという方向に、別にしたいんじゃなくて、営利的な目的からそういうふう

になっちゃうんじゃないかということです。 

○山本前橋市長  先ほど地方で決めたことはぜひというお話で、もし郵便局舎で、保育

園は無理でも、学童保育所ぐらいのことをおやりいただくことをぜひ霞が関でお認めい



- 19 - 

 

ただくみたいなことになっていかないと。 

○米山主査  そうですね。先ほど特区とありましたけど、いろいろなことを試す可能性

というのは大事だと思いますし、今のお話を聞いて思ったのは、金といいますけど、金

の価値はどんどんなくなって、逆に人が大事になってくる社会になっていますから、そ

の中で、日本郵便は労組を含めて、新しい社会にどう対応するか、人が貴重となる社会

にどう対応するかというのを真剣に考えて、何ができるのかということを日本郵便に考

えていただきたいと思いました。 

 

  （３）専門委員からのプレゼンテーション 

     石山 シェアリングエコノミー協会渉外部長 

     （シェアリングエコノミーと郵便局での取り組みの可能性） 

 

○米山主査  それでは、ほかにないようでしたら、続いて石山専門委員よりシェアリン

グエコノミーと郵便局での取り組みの可能性について、ご説明願いたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○石山専門委員  よろしくお願いいたします。前回の委員会のほうでシェアリングエコ

ノミーを取り上げていただいたということで、今回お呼びいただきまして、ありがとう

ございます。一般社団法人シェアリングエコノミー協会という協会が２０１６年１月に

設立されまして、今、約２年の団体になるんですけれども、いわゆるシェアリングエコ

ノミーのサービスの事業者を会員に抱えている団体になりまして、今２３０社、会員が

いるというところです。このうち、いわゆるシェアリングエコノミーのサービス事業者

というのが１００社ほどいらっしゃるんですけれども、メディアで見るのは、例えばａ

ｉｒｂｎｂとか、ＵＢＥＲとか、外資系のサービスが取り上げられがちなんですが、９

８％のサービスは日本の企業がスタートアップないし大企業がサービスを運営している

会社がほとんどになります。 

 自己紹介ですが、内閣官房に去年シェアリングエコノミー促進室という室ができまし

て、そちらの内閣官房シェアリングエコノミー伝道師、あと総務省の地域情報化アドバ

イザーをさせていただく中で月１回から２回、地方の自治体にお伺いさせていただいて、

地方のＩＣＴ化のアドバイザーや講演、シェアリングエコノミーを活用した自治体の活

性などをアドバイスさせていただいております。 



- 20 - 

 

 今日は、シェアリングエコノミー、皆さん、概念自体はお聞きしたことがあると思う

んですけれども、それがどのように日本に今広がりを見せているのか。そして、最後に

郵便局とどのような取り組みの可能性があるのかについてお話をさせていただければと

いうふうに思っております。ちょっとボリュームが多いので少し早口になってしまいま

すが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 ５ページに飛ばせていただきます。シェアリングエコノミーという概念は世界各国で

見ても、実は確固たる定義というのはなくて、例えばレンタルであったりとか、どこま

でがシェアなのかというご質問をよくいただくんですけれども、いわゆるニューエコノ

ミーとしてのシェアリングエコノミーというのは左上の図、インターネット上のプラッ

トフォームを介して個人と個人が場所、乗り物、物、人、スキル、お金、こういったも

のを売買したり、貸し借りしたり、提供し合う、こういったことをニューエコノミーと

してのシェアリングエコノミーというふうにいいます。ここが時々ＢtoＣやＢtoＢのシ

ェアというのも概念としては入りますが、特徴としては、このプラットフォーマーと言

われるシェアサービス事業者は、取引の主体に立たないというところが大きなポイント

でございます。個人と個人がサービスのクオリティーの質の担保もそうですし、何かリ

スクがあったときのやりとりというのも、基本的にはＣtoＣ間で行われるというところ

が大きなポイントでございます。 

 とはいえ、昔日本にあった、お隣さんの家とおしょうゆを貸し借りし合うなんていう

文化が皆さんあったかと思うんですけれども、こういったお隣さんの家とおしょうゆを

貸し借りし合う文化がスマートフォン、インターネット、テクノロジーの進化によって

個人と個人のおしょうゆの貸し借りというのが瞬時に、１００人、１,０００人、海外

の人とやりとりできるようになったというところが今の大きなシェアリングエコノミー

を後押ししている潮流であるかと思います。 

 もう一つ、下の段にあるのが、個人の食べログかのようなイメージなんですけれども、

サービスを提供した方というのはサービスを享受した人から、この人、こんなサービス

をしてくれたよというのを評価してくれるようなシステムになっていまして、これがシ

ェアリングエコノミーのサービスを使うときの大きな購買基準の軸になっているという

のがこの評価システムでございます。 

 ６ページに行きます。このシェアリングエコノミーの領域と市場規模ということで、

領域についてはほんとうにさまざまなサービスがございまして、この中、一部抜粋のサ
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ービスではあるんですけれども、ほとんどが日本のサービスになります。空間、物、移

動、スキル、お金ということで、大きく５つのジャンルに分類することができます。 

 もうちょっと詳しくというところで、７ページ、進めさせていただきますが、例えば

空間のシェアということで、左上ですけれども、ＳＰＡＣＥ ＭＡＲＫＥＴは、長崎県

の島原市の島原城の、これまでは行政が管理していたものをＳＰＡＣＥ ＭＡＲＫＥＴ

のシェアサービス上に掲載して普通に個人が借りることができる。ついこの間、島原城

を個人が結婚式の会場として使ったというような事例が出てきたり、あとは廃校や廃病

院、こういったものの、一見使われないだろうと思うんだけれども、例えば最近で言う

と小さなドラマの撮影で使いたいとか、コスプレーヤーが古い、汚いところで撮影した

いみたいな、そういった新しいニーズというのも生まれてきています。 

 右、民家の駐車場のスペースシェアということで、シェアサービスを通じて、ご自宅

にある駐車場のあいている時間、使ってないスペースというものを、サービス上で、ほ

かの個人、またはほかの企業に貸し出すことができるというサービスです。 

 左下、荷物の預かりシェアというところで、ｅｃｂｏというサービスは例えば渋谷区、

訪日外国人が非常にふえていますけれども、渋谷区にはスーツケースを入れられるロッ

カーが９０個しかなくて、常に満杯であると。こういったところに渋谷駅にあるレスト

ランやカフェと荷物を預かってほしい外国人のツーリストがマッチングされて、そのレ

ストランで一時預かりすることができるというようなサービスがございます。 

 ａｉｒｂｎｂのような民泊というのは皆さんご存じかと思いますが、家主不在型、居

住型としてありまして、いわゆる農泊のような形で自宅を宿泊場所として提供するとい

うような交流型の民泊というものも広がっております。 

 ８ページに行きます。ほかにも左上から、個人のガイド・ツアー企画のＣtoＣのサー

ビス、これも広がりを見せていまして、例えば農家さんで繁忙期ではない、忙しくない

時期に、農家さんが教えるきりたんぽのつくり方のような、旅行業者や観光協会を挟ま

ずに、ローカルな地域の方がそういった旅のコンテンツをそのままサービス上に提供し

て、直接それを個人が購入して、ＣtoＣでコンテンツを提供するというようなサービス。 

 右上は地域のママの子供の預かり合いということですね。今、保育園に預けられない

みたいなことがありますけれども、このサービスは地域の顔見知りのママさんをアプリ

上でネットワークして、今預けたいときに、預かってくれますかというのを、ここのサ

ービス上に投げると、預かってもいいよというママさんとマッチングされるというよう
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なサービスです。 

 右下、地域の困りごとの助け合いのマッチングサービスということで、ＡＮＹＴＩＭ

ＥＳと書いていますけれども、これはオフラインのリアルの対面の何でも困りごとを助

け合えるようなサービスでして、例えばイケアの家具を買ったんだけれども、組み立て

られないから、近所で得意な人はいませんかという形で、イケアの家具を組み立てが得

意な方が自分の家に来てくださって組み立ててくれるとか、またはわんちゃんのお散歩

だったりとか、ちょっと何か貸してくださいだったりとか、こういったことをマッチン

グすることができるようなシェアサービスですね。 

 左下、クラウドファンディングというのもシェアサービスに該当されまして、個人の

お金を募ってプロジェクトを成功させるというモデルですが、こちら事例は、去年なん

ですけれども、１０日間で個人の献金だけで１.７億集まったと。待機児童が一番問題

になっている渋谷区の代々木上原ですね。企業主導型の保育園をつくるというプロジェ

クトにこの１０日間で１.７億集まって、今年１１月に開業するというようなモデルで

す。 

 ９ページに移らせていただきます。こういった形で、シェアリングエコノミー、利用

の立場に立つと、いろいろ便利だねというところもあるんですけれども、１つ大きなパ

ラダイムシフトとしては、個人が自分の空いている場所や遊休資産や、あらゆるものを

サービスとして提供できるということで、地方の高齢者や子育て女性、障害者など、誰

もが収入を得られる機会ということで、大きな社会参画革命が起きるんじゃないかなと

思っています。 

 私、厚生労働省の働き方の委員もやらせていただいているんですけど、よくご質問い

ただくのは、こういうシェアリングエコノミーが増えるとフリーランスが増え過ぎるん

じゃないかとか、副業が増えるんじゃないかというんですけど、実は多くのユーザーは、

これまで労働人口に換算されてなかったような方々が結構多くて、フルタイムでは働け

ないけれども、ちょっとだけ、週の１時間だったら社会とつながるために働きたいとか、

そういった事例がございまして、高齢者の方々のサービス提供というのも、どちらかと

いうと、収入の機会というのもあるんだけれども、生きがいであったりとか、人とつな

がりたいというところで、シェアリングエコノミーのサービスの提供者になっているケ

ースというのが多いです。 

 １０ページ、行きます。海外の動向ということで、こっちはさらっと行きたいと思い
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ますが、中国の市場では去年ベースで５７兆円という市場になっておりまして、日本で

法律上難しいところがあるサービスで、広がっているところでいいますと、例えば食事

のシェアということで、カレーライスを１５杯つくったら、５杯はうちで食べたんだけ

れども、１０杯は近所の人で独身の方に、ここでとりに来てくれれば譲ってあげるよと

か、３００円で売ってあげるよというのをマッチングするようなサービスですね。 

 あと、下の配送のシェア。個人によるラストワンマイルということで、自家用車でラ

ストワンマイルの配送を個人が請け負うことができるというようなサービスです。 

 １１ページ、お隣のソウル、韓国ですね。こちらでもシェアリングエコノミーを行政

主導で推進するというような事例が広がっておりまして、２０１２年ごろからソウルの

市長がシェアリングシティという、いろいろな遊休資産であったりというものをより利

活用していこうというようなところだったり、環境問題、またはこういったサービス提

供者を増やして、雇用を創出するというような取り組みが積極的に行われております。 

 １２ページは具体的な事例になりますけれども、例えばシェアリング図書館のような、

行政が主導する図書館なんですけれども、書籍を買わないで、まちの人が寄贈した本と

いうものをランニングするようなものですとか、右上の公共庁舎、行政が管理するよう

な公共施設を積極的にインターネット上で個人に貸し出すというようなものもございま

す。左下の写真は、行政がシェアしているシェアサービスなんですけれども、寄贈され

たスーツというものを就職活動中の学生であったりとか、若者に無料で貸し出すという

ようなサービスも広がっております。 

 １３ページ、日本の話に戻りますが、こういったシェアリングエコノミーを活用して

行政の課題を解決しようというものを、シェアリングシティという認定制度を設けてお

りまして、去年１１月時点でごらんの１５の自治体がシェアリングシティとして認定さ

れています。 

 １４ページに移りますが、具体的などんな行政サービスを解決するのかというところ

で、このような雇用や社会福祉、公共交通、環境、さまざまなところにシェアサービス

で代替することができる可能性があるというところです。 

 具体的な事例として１つ、１５ページでございますけれども、こちらは北海道の天塩

町ですね。過疎が進んでいる地域ですが、おばあちゃんが病院に行くのに２時間かかる。

年々行政の財政負担というところが圧迫していて、公共交通、バス、電車、どんどん本

数が減っています。そもそもタクシーもお客さんがいないので、参入しませんと。こう
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いった地域にまちの人が相乗りといった形で、「ちょうど病院に行くから乗ってい

く？」というようなところをマッチングするようなシェアサービスというのがございま

す。こちら、ライドシェアと異なるのは、コスト型のシェアということで、ガソリン代

や実費を、コスト負担をシェアするという形であれば法律上大丈夫であるということで、

こういった実証実験が行われています。 

 １６ページ、実はこういったシェアリングエコノミーが、去年の熊本の震災でも大き

く役立ったというところです。これまでであれば、何か被災者の方にしてあげたくても、

どこかの機関にお金を援助したりということが普通だったと思うんですけれども、個人

と個人が直接マッチングできるというところで、私、ここまでだったら送ってあげるよ

とか、うちだったら２人部屋だったら泊まらせてあげるよというような形で、個人と個

人が直接つながることで、公助や自助が働かなくなったときに、こういった共助の仕組

みというのが役立つというような事例でした。 

 １７ページ、こういった形で、シェアリングエコノミーが社会に与える可能性という

ところで４つ挙げさせていただいております。１と２についてはご紹介させていただき

ましたが、３、まさに遊休資産や資源の有効活用ということで新しいものをつくる必要

はなくて、ほぼ投資コストゼロで、このシェアというＩＣＴを組み合わせることで効率

的に今すぐあるものというのはより活性化することができるということ。また、４の新

しいイノベーションというところでいいますと、企業が参入するには需要が小さ過ぎる

ところに個人と個人のニーズをマッチングし合うことで、新しい需要が生まれるという

意味で、イノベーションと書かせていただきました。 

 こういったシェアサービス、まだまだ上場している企業はほとんどなくて、こういっ

たシェアサービスと大企業が連携する事例というのが進んでおりまして、１９ページで

言うと、例えばＡＮＡさんとのところで言うと、過疎地域だったりとか、どんどん乗客

が減っているというところの課題がある中で、こういった地元のＣtoＣの着地型観光や

民泊というところを連携することによってよりものからことへというような体験型にニ

ーズが集まっている中で、連携しているというところです。 

 ２０ページに行かせていただきますが、また、ほか行政の自治体のサービスとシェア

サービスが連携しているハイブリッド事例というのもございます。皆さんご存じかと思

いますが、全国の自治体にファミリーサポートまたはシルバー人材センターというもの

があると思います。ここの課題というのは、ファミリーサポート、行政がサービスとし
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てやっているんだけれども、３０代のママさんからすると、非常に使いづらい。まず９

時から５時までしかあいていないし、その時間で登録をしにいくというのも難しいです

と。あと、マッチングするのに非常に時間のコストがかかるということで、そもそも知

らないというのもありますね。こういったところに対して、シェアサービスと連携する

ことでインターネット上のシェアサービスにファミリーサポートで登録したい、または

預かってもいいよという方々を創客支援するような連携というものがございます。 

 下のほうも同じような形で、シルバー人材センターとシェアサービスが連携して、イ

ンターネット上で創客するというところに成功しているというような事例でございます。 

 ちょっとボリュームがあり過ぎて申しわけないです。 

 ２１ページは、徳島の阿波踊り、去年なんですけれども、イベント民泊を実施した事

例でして、通常であればこういったお祭り期間に、４日間で１２０万人の来場者、ほか

の都市にホテルをとらなきゃいけないというようなところから民泊をやってみようとい

うことで、実際にやってみたら、実際に行政の自治体と連携した事例なんですけれども、

５０代、６０代の夫婦の方がご自宅を宿泊場所として提供して、しかも民泊という形の

実証だったんだけれども、まちぐるみのおもてなしみたいなサイクルが生まれましたと

いうような事例です。例えば「踊る会場まで２キロあるから、そこに誰か送っていって

くれる人いない？」みたいな、まちの人の声がけであったりとか、イタリア人が来たん

だけれども、イタリア語しゃべれる学生いませんかみたいな形で、こういったまちぐる

みのおもてなしが生まれたということですね。 

 ２２ページ、もう一つ海外事例ということで、これは郵便局の配達員が、年に１回、

食品ロスを改善しようというようなキャンペーンの取り組みで、全国の配達員がご自宅

のポストに要らなくなった食品というものを置いておくと、郵便配達員が全部集荷して

くれて、フードバンクだったりとかというところに提供するというような運動がここ何

年も続いているということです。 

 最後に、郵便局との取り組みの可能性というところで、２４ページ、先ほど荷物の預

かり合いのシェアサービスをお伝えさせていただきましたが、ここは既に日本郵便さん

と事業連携されていまして、この日本郵便が、荷物の一時預かりというもの、このシェ

アサービスを通じて預かり側になるというような事例というのが最近始まった取り組み

でございます。 

 ２５ページ以降はこれからの可能性というところですが、２５ページ、郵便局の空間
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の活用、余剰スペースというところを左であれば、こういったポップアップストアとか、

個人の人がちょっとここにチラシを置かせてくださいとか、手づくりのものを販売させ

てくださいというものをマッチングするようなサービスがございまして、これを郵便局

がスペースを提供する側になることというのはどうかということです。 

 ２６ページ、こちらも余剰スペースの提供で訪問者を増やそうというようなご提案で

すけれども、ご存じ、シェアリングバイクとシェアリング自転車というのが広がってお

りますが、こういったステーションポートというのを郵便局に置いてはどうか。また、

右側、鍵の受け渡しのボックスということで、６月から民泊が始まりますけれども、こ

ういった鍵の受け渡しのボックスなどを設置してはどうかというところです。 

 ２７ページ、また社会環境の変化で、今フリーランスや個人で働く方が増えています

けれども、コワーキングスペースとして提供するのはどうか。これをシェアサービスを

活用してというところなんですけれども、完全に郵便局の２階をコワーキングスペース

として、ずっとサービスとして提供するというのはいきなりは難しいと思うんですけれ

ども、例えばこういうサービスというのはこういうＩＴを導入することで、ｉＰａｄさ

え置けば、決済とかも完璧に自動で行うことができますから、あいているスペースにｉ

Ｐａｄのサービスを導入するだけで、例えば１０分とか、１５分１００円で貸しますよ

ということができて、自動決済することができるというサービスです。 

 ２８ページ、地域のコミュニティハブとなるような空間の活用ということで、先ほど

ご紹介させていただいたスペースの活用というのはＳＰＡＣＥ ＭＡＲＫＥＴで、最近

はやっているのがこういった企業のパーティーだったりとか、ハロウィンのパーティー

だったりとか、こういったイベントの活用スペースとして、郵便局というのがいいスペ

ースだよというのを知ってもらうという意味で、こういったＩＣＴを活用するのはどう

か。 

 また、右側はストリートアカデミーという、教えたい人と学びたい個人をつなぐシェ

アサービスがあるんですけれども、こういったものの講座の開催場所の教室として空間

を使うことでコミュニティのハブとなるような機能というものを郵便局にブランドイメ

ージを向上させることができるんじゃないかというご提案でした。 

 最後となります。２９ページは佐賀県多久市の事例なんですけれども、シェアで就業

機会創出をテーマに、これまでは雇用政策、なかなか難しくて、企業誘致や地域の企業

の雇用を上げるというのがなかなか難しい地域の中で、こういった小さなハブセンター
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みたいなものをつくって、ここでインターネットを活用して稼げる人をプログラムとし

てどんどん研修で生み出していこうというような取り組みをやったのが佐賀県多久市で

ございます。こういったインターネットで稼ぐことができるような人たちを育てていく

ようなハブ機能として、郵便局の例えば２階であったりとか、スペースを活用するのは

どうか、そういったご提案をさせていただきました。 

 済みません。４分ほどオーバーしてしまいましたけれども、シェアリングエコノミー

の事例をお伝えさせていただきました。ありがとうございます。 

○米山主査  どうもありがとうございました。ただいまの説明についてご質問、ご意見、

伺えますでしょうか。 

○山本前橋市長  おもしろいですよね。前橋の４６の郵便局がこういうシェアのネット

ワークハブになればうれしいですね。 

○米山主査  どうぞ。 

○竹内専門委員  お話ありがとうございました。ひょっとすると意地悪な質問になるか

もしれないんですけれども、これまでの議論の中でもあったように、コンビニの話がよ

く出てきていました。これって別に郵便局でなくてもコンビニで十分なんじゃないのと

いうようなね。とすれば、もし郵便局──また「ならでは」になっちゃいますけど、こ

れは郵便局じゃないとできないとか、これはコンビニでも大丈夫な話だよ、というよう

にそこの仕分けというか、境界があるのかどうか。その辺、どうなんでしょうか。 

○石山専門委員  そうですね。おっしゃるとおり、もちろんコンビニ、既に載せさせて

いただいているシェアサイクルのステーションであったりとか、鍵の受け渡し、ボック

スを設置するとか、そういったものというのはコンビニでも可能かなと思うんですけれ

ども、特に郵便局ならではというところで言いますと、２８ページのようなコミュニテ

ィのハブ機能になるというところで言うと、提供側は継続的に同じような人というのが

ハブのコミュニティマネジャーのような機能を設けるほうがより地域の方々がここに来

たいという理由にもなりますし、こういったコミュニティを運営するというような意味

では郵便局で働いている方のほうが適切なんじゃないかなというふうに思います。先ほ

どもありましたが、コンビニの方、店長さんは別かもしれないですけれども、アルバイ

トの店員さんでいうと流動的ですし、継続的に働かれている方は少ないと思うので、そ

こが郵便局ならではというところを生かせるのではないかなと思います。ありがとうご

ざいます。 
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○米山主査  大平委員どうぞ。 

○大平専門委員  私が住んでいるところにはコンビニがないんですね。現在ではコンビ

ニは当たり前という地域が多いと思うんですが、全国でコンビニまで行くには４０分以

上かかるようなところで暮らしている人もあるわけなんです。だから、全国的に考える

と、コンビニも悪くはないんですが、郵便局を主体としていろいろな事業が展開できた

らいいなと思います。私の地域は子供の数は少ないですが、高齢化率は５０％以上です。

いろいろな意味で高齢者を支援するのか、子供を持つママさんたちを支援するのか。地

域によって事情はいろいろあると思うんですね。その事情を考えながら、どんなサービ

スができるかということも考慮の中に入れていただけたらと思います。 

○米山主査  ありがとうございました。ほかに何かございますでしょうか。横江委員ど

うぞ。 

○横江専門委員  私も実家のほうも高齢化が進む地域でどちらかというと過疎化してい

る地域です。コンビニもある地域とない地域があります。そうすると、次になくなりつ

つあるのは銀行のＡＴＭマシンです。銀行も、地方では今閉じる方向と言っていますね。

銀行を閉じると言って、ＡＴＭマシンだけは残すところもあるかと思うんですけど、銀

行も減っていく。そうすると、それは郵便局の役割としてあるんだろうなと思うんです

ね。 

 シェアリングエコノミーのところなんですけど、多分都会とか中核都市とかという、

シェアリングって若者が必要だと思うので、若者がいるときとか、無人化に行くときの

過程としてすごく重要だろうなと思います。ものすごく過疎化しちゃっている地域では、

さきほどの大平委員のおっしゃるように、郵便局の必要性が非常に高いのだと思います。

そうすると、郵便局がシェアリングエコノミーの場所になっていく役割を果たすことが

考えられると、シェアリングエコノミーの話を伺って思いました。 

○石山専門委員  ありがとうございます。まさに先ほどから人材不足という話が出てい

ますけれども、例えば介護とか保育といっても資格がないとできないところと資格がな

くてもできるところ、例えばお使いに行ってあげるとか、おばあちゃんと一緒に映画館

に行ってあげるとか。あとは保育のところでも見守り保育のような資格が必要ないけれ

ども、こういったところだったらサポートできるよと。そういった人材のシェアリング

というところが可能になるのがこのシェアの考え方かなと思っておりまして、まちの

方々でも、社会教育会館でいつも囲碁してて、元気なんだけど、やることないなみたい
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なおじいちゃんが結構いらっしゃったりするんですね。そういった方々が、ちょっとだ

ったら手伝えるよとか、そういった人たちをマッチングするような機能としては非常に

可能性があると考えております。 

○米山主査  そうですね。横江専門委員がおっしゃったことで、思い出した言葉が、も

う死語になりつつあるんだけど、依然として通用する言葉だと思うんですけど、デジタ

ルデバイドという言葉が昔ありました。デジタルを使えない世代は必ずいて、今ユニバ

ーサルサービスが対象とする地域の高齢者というのは、使える、使えない以前に、字が

小さくて読めないとか、いろいろなことも配慮する必要もあります。そこに郵便局が、

何か一手間かけてお手伝いして、今言ったようなシェアリングエコノミーのメンバーに

なれるような形になるといいかなと、感想として思いました。 

○石山専門委員  まさにそうですね。そういった方々に使い方を教えてあげるようなこ

とになるとか。ただ、郵便局の一番使っていらっしゃる層というのは高齢層が多いとい

うふうに認識しているんですけれども、外国人でそもそも郵便局を知らない方がこうい

うサービスを通して訪問するとか、若者もそうですけれども、そこが期待できるんじゃ

ないかというふうに考えます。 

○米山主査  わかりました。 

○山本前橋市長  前橋の郵便局長が近所の人たちの絵手紙展をやったり、山の郵便局は

掲示板があって、おばあさんは腰が痛いので田んぼを手伝ってくれる人を募集みたいな

ポスターを張ったり、そういうことですよね。 

○石山専門委員  そうです。それをインターネット上で。 

○山本前橋市長  そういうのをどんどん郵便局長の善意で、局が自由に運営できるよう

になると、みんなの拠り所になっていくよね。以上です。 

○巻口郵政行政部長  ちょっとよろしいですか。 

○米山主査  巻口部長どうぞ。 

○巻口郵政行政部長  ご議論の中で、都市部と地方部では大分違うんじゃないかという

話もあったんですけれども、郵便局に求められる役割も、東京とか、大阪とか、大都市

圏にある郵便局とほんとうに過疎が進んでいるような地方にある郵便局で求められると

ころは大分違うと思うんですね。あるいは郵便局の規模によっても、ほんとうにまちの

窓口を中心としている郵便局、人数も少ないところとか、あるいはいわゆる本局という、

集配をやっているような郵便局によっても違うと思います。大きなところであれば、ス
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ペースがかなりありますので、スペースを有効活用するという形でのシェアリングエコ

ノミーへの参画に向いているというところもあるかもしれませんし、小さいところだと

なかなかスペース的には余裕がないかもしれないですけれども、先ほどあったように、

みんなのまちの顔になっていて、いろいろな人を知っていて、本人確認みたいなことも

可能だというような強みもあるかもしれません。あるいは、郵便局によってはほんとう

に駅の真ん前にあって、先ほど荷物預かりとかいうのもありましたけど、観光客の方と

か、そういった面での利便性を強調したような形での活用というのもあるかもしれませ

んし、そういったところはある程度分けてどういう郵便局がどういうところに向いてい

るのかといったところでの議論というのが必要になってくるのかなというふうに思って

おります。 

○米山主査  どうもありがとうございます。 

 

  （４）専門委員からのプレゼンテーション 

     横田 特定非営利活動法人素材広場理事長 

     （福島からみる地方の課題と可能性） 

 

○米山主査  皆さんいろいろお聞きしたいことがたくさんあると思いますけれども、時

間も限られていますので、引き続き、議事の（４）の横田専門委員よりの説明をいただ

きます。「福島からみる地方の課題と可能性」についてご説明をお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○横田専門委員  ひどい過疎化の福島のお話をさせていただきます。 

 まず、素材広場というＮＰＯを運営させていただいておりまして、今年で９年目にな

ります。福島県内の飲食店さんや旅館さん、あと農林水産物をつなぐ地産地消の推進事

業を行っております。 

プロフィールは福島県とかかわらせていただいている委員のものだけなんですが、Ｇ

Ｉの東北ブロックのアドバイザーもさせていただいておりまして、農業と観光、そして

下の子のときにはＰＴＡの福島県母親代表を２年ほどやらせていただいていましたので、

学校関係の話をさせていただきたいと思います。 

 ３ページですが、口で言うよりは新聞を見ていただこうかと思いまして、先日、福島

民友に載りました震災前の状況をお伝えさせていただきたいと思います。私の中で一番
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大きいのは県の人口が震災前２０３万人だったのが、現在は１８８万人。正確に言いま

すと１８７万人台になってしまったことです。１５万人が避難等で県外に出ており、２

０年後の福島が一気にやってきたと言われております。そういう意味でいくと、ほかの

地域とは全く違う現状が今起きておりまして、複雑化及びいろいろなことが組み合わさ

れているという状況でございます。 

 次のページに行きます。今日はここのページを使ってお話しさせていただきたいんで

すが、真ん中に福島県があります。ちょっと画面をアップにしていただくと、白いとこ

ろとピンクのところと赤いところとあるんですが、右側のほうが太平洋で、よく福島で

言うところの浜中会津という、浜の部分ですね。真ん中の部分が中です。中通りといい

ます。猪苗代と書いてある黒い点々となっているところから左側、新潟寄りが会津と呼

ばれているところでして、会津の中で唯一白いところが、私が住んでいる会津若松です。

この１７市町村、全部会津というのですけれども、皆さん、広さはわからないと思うん

ですが、この広さの中に東京都と神奈川県が入るほど広いです。ここに２０万人以上が

住んでおりますし、先ほどの１８７万人の中の２０万人が会津地域の中に住んでいるこ

とになります。 

 その中で突出して赤い部分、金山町、三島町、昭和村というところがあるんですが、

金山町が高齢化率５８％、日本で２位の高齢の町でございます。全市町村の中で２番目

ですね。この間、若い人が住民票を移してくれたのですが、私としてはどうせなら１位

になりたいのでやめてほしいと思ってしまいました。４０代が一人引っ越しただけで高

齢化率が下がってしまうくらいのところです。この金山町を含め、近くにある柳津町、

三島町、金山町、昭和村、只見というところを含めて、奥会津と呼ばれております。私

がかかわっているのが、奥会津と下の南会津というところなんですが、ここだけでもか

なり大きな市町村なんですが、先ほどからいろいろ出ていますコンビニですね。柳津町

から、三島町、金山町、只見町と南会津と抜ける丸い道路があるんですけれども、約１

００キロありますが、柳津町を最後にこの沿線に皆さんがイメージするコンビニは１カ

所もございません。必要ないというお話よりは、つくれないと思うんですけれども、そ

のかわり集落ごとに郵便局がございます。ちゃんと窓口業務をされている郵便局が集落

ごとにありまして、町とほんとうに密着した取り組みをされていらっしゃるんだろうな

と思います。 

 ちょっといい話を先にさせていただきます。ここに住む方たち、高齢化率はすごく高
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いのですが、みなさんとても元気です。私がかかわっている６次化商品の開発では、７

０過ぎの方が来年はなになにをつくるというんですね。ものすごく元気にあふれていま

す。でも、そのぐらい農産物はすばらしいものがあり、技術があり、外に出しても恥ず

かしくないものがあるんですが、いかんせん、人が足りない。 

 少し奥会津の特徴を話しますと、只見町や南会津というところでは南郷トマトという

ブランドトマトがございまして、取り組みを始めてから５４年ぐらいになり、トマトだ

けで食べている南郷トマト農家が１２３人います。おととしですが、売り上げ１０億円

を達成しまして、都内で夏秋トマトのときは７個に１個が南郷トマトになるというぐら

いの産地です。あと昭和村は、５６.１％と高齢化率が高いのですけれども、昭和村の

カスミソウということで日本一の生産量を誇っておりまして、ここでも８０名の方が５

億円ぐらいの産業を持っていらっしゃいます。ほんとうに人がいない地域なのですけれ

ども、産物としてはいろいろ持っています。 

 会津地域全体を見ましてもアスパラの産地でして、私が４年前に会津若松農政課さん

と一緒に取り組んだあいづ食の陣という事業では初めて会津全域で１０億円の売り上げ

を達成するということができました。 

 ただし、いい話はここまでです。この先が問題でして、実際に地域バランスが保たれ

ているのはここまでです。この先は、先ほど言いましたように、高齢化５０％以上地域

が占めていますし、幾ら生涯的に農家さんがやれるといっても厳しい。きのう、南会津

農林事務所さんやＪＡさんたちとお仕事させていただいたのですが、新規就農が何人来

てくれたら会津田島アスパラ産地を維持できるんだろうという話をしてて、２、３人で

いいんじゃないと軽く言うんですね。南会津の農家さん、今７５人で会津田島アスパラ

部会をつくっているんですが、２、３人来てくれていたらいいよねと言っていたんです

が、ＪＡさんが、いやいや、待ってくれ。今年５人やめるんだ。７５人中５人辞めてし

まうと。去年６人やめているんだ。母数がこれしかないのに、これが年々行われていく

と、ほんとうに数年後には産地として維持できないんじゃないかというぎりぎりのとこ

ろに今来ております。 

 私がかかわっている観光の話をさせていただきますと、福島県は東北で一番観光客が

多い県でした。今でも観光客数が東北一なのはかわりないのですが、震災前年間で７０

０万人が泊まりに来るところが、現在はまだ８割、９割程度になっております。インバ

ウンドに至っては全国の方たちが３００％アップと言っていらっしゃるところにやっと
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震災前の８万人に戻った状態です。観光に至っては、農業と観光はセットのところがご

ざいますので、食べ物の安心がないと、観光にはつながらないんだろうなと思って、先

ほどのアスパラであれ、トマトであれ、いろいろなものを食べに来てもらうという環境

を今一生懸命整えているところです。 

 課題ですが、人が本当に減ってしまいました。特に２０代、３０代の方が少ないです。

震災のときに出てしまったのは、基本的には家族です。お父さんが福島にいるのだけれ

ども、お母さんと子供が県外に避難し方たちは戻ってきてないというところもあります

ので、３０代の方たちの働き手がほんとうに少ないと思っております。２０年後の福島

が来たといっても、多分バランス的には崩れているんだろうなと思っています。観光分

野に至っても、農業分野に至っても人手不足は否めません。Ｉターン、Ｕターンもなか

なか数字的にはほかの県に比べたらまだ低いと思っております。 

 その中で、農業分野で言いますと、売れない分、頑張ろうということで、福島県は全

国にトップクラスの６次化商品数をつくっていると思います。課題としまして、再来年

やってくる食品の表示法の改定。おじいちゃんたち、やれるんだろうかと心配です。福

島県は、県内の全施設にＨＡＣＣＰを導入する計画を発表したのですが、旅館さん、ホ

テルさん、小さな工場、導入できるんだろうか。６次化商品でつくった農家さんの小さ

な加工場、ＨＡＣＣＰ対応できるんだろうかと心配が重なっています。 

 いろいろなことを踏まえまして、私は、地方の都市部と、前橋市さんのような大きな

ところじゃないんですけど、会津若松のような 10 万人程度の都市部と、あとほんとう

の過疎地方というところと役割が違うなと思っております。その中で、今お話ししてい

る奥会津というのは、地方の最先端の過疎のところで、その方たちが、問題に出してく

る言葉、それを解決できるのがＮＰＯである、私たちがやれることなんだろうなと思っ

ています。ただ、私としては、ＮＰＯといえどもうけて悪いと思っていませんので、ち

ゃんと仕事にしてがんがん売っていこうと思っています。ただ、課題としますと、いろ

いろな課題が出ております。６次化商品をどうするかという話もあるんですが、今まで

自分たちでつくって売りにいっていた、イベントに行って、それを楽しみにしていたよ

うな方たち。つくるのはできるんだけども、売りに行けないというものも増えており、

そのような 6 次化商品を郵便局で一緒に売ることはできないんだろうか。直売所にはい

けないけれど自分の一番近い郵便局だったら歩いていけるよねという地域連携もできた

りとか。あと地方の方は買い物弱者にどうしてもなりやすいんですね。買い物弱者にな
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ってしまうと、買いに行くということだけでなく、自分の小さな畑でつくっているお野

菜を知り合いに配るということもできなくなったりするんです。例えばそれを郵便局さ

んが一手にまとめて、集めたことによって売り先というのがつくれないかなとかという

のも私の中では考えております。 

 先ほど南郷トマトの話をしましたが、南郷トマトを地元の流通に乗せたいと思いまし

て、去年、新聞社さん５社と連携協定しているとトラック会社と協力し、南郷トマトを

空になった新聞配送のトラックに載せて、会津若松まで運ぶという事業をやらせていた

だきました。それは新聞業界としては画期的なことらしいです。配送フローは、夜中の

新聞配達が２時半とかに終わったとすると、ＪＡさんの集荷場にまわってもらいそこに

出しておいてもらった南郷トマトを積みこみます。事前に注文があったお店や道の駅に

置いていくのですが、夜中なので店舗まわりの決められたところに宅配ボックスを置い

て、トマトを中に入れていくということをしました。それを郵便局でもできないか。お

店のかわりにトマトを置いていく場所として、さらには先ほどのおばあちゃんたちが食

べ切れなくなって、とり過ぎちゃったわというお野菜を回収するシステムと組めれば、

おばあちゃんたちが欲しいと言っていた野菜などを置いていくというようなモノの交換

システムのようなことができると思うのです。地方に密着した田舎の郵便局ならほんと

うにできるんじゃないかななんて思っております。 

 あと山間部の方たち、どうしても病院が遠いです。会津若松駅には、駅におりたとき

に病院の受診予約ができるようになっています。ぴっと押すと、駅で受診の予約ができ

るというシステムです。駅からバスで１５分ぐらい離れたところに大きな病院があり、

着いてから受付すると、すごく待ち時間が長くなってしまいます。駅で受診受付の予約

をすると、待ち時間が少なくて、帰りのバスだったり、帰りの電車に少しでも早く帰れ

るという便利なシステムです。それを最寄りの郵便局でできないかと思っています。郵

便局でやれたらば、送っていく間の時間がもっと凝縮できますし、おばあちゃんがたま

に町に出たときに、ここまで来たから、ついでに買い物して帰ろうとか、ついでに孫に

何か買って帰ろうとかというのもできるんじゃないかな。時間の有効化というところも

できるんじゃないかなと思っております。 

 多分、都市部の郵便局ができないようことも、地方では郵便局に対しての期待度がす

ごく高いと思います。そういう意味では都市部の郵便局と地方の郵便局の役割は違うと

思いますし、窓口の人がいることで、いろいろなシステムが導入されると思うのです。
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おじいちゃん、おばあちゃんには申しわけないですが、みんな携帯は持っていますが、

通話以上のことはできない人が多いです。携帯を使ったシステムは便利ですが窓口の方

が使い方を教えてくれることで、初めてほんとうの連携になるんじゃないかなと思って

います。 

 私は郵便局は、地方にとっては買うと売ると頼るという、この役割をしていただける

と、すごくうれしいです。私の気持ちになってしまいましたが。 

 私はこんなことで連携できないかなと思っております。以上です。 

○米山主査  どうもありがとうございました。それでは、今のご報告について、何かご

質問、ご意見、ありますでしょうか。どうぞ。 

○山本前橋市長  ご説明を伺って感じたのは優しさのクロスロードなんだよね、郵便局

が。善意と善意の交換所。そんなメッセージを感じました。ありがとうございました。 

○横江専門委員  やっぱりまさしく人が住まなくなっていくところはコンビニも跡取り

がいない。ということは、郵便局には跡取りがいるのだろうかという問題もあるのかと

思いました。特に高齢化地域での役割は大きいので、潰れてはいけない。郵便局が逃げ

ないようにするということも考えていかなければならないのかと思いました。 

○横田専門委員  １つだけ補足で。福島に関して言うと、実は地元に残りたい子ってす

ごくいるんですね。ただ、どうしても見合う仕事がなくて、出てしまうというのですけ

れども、郵便局ってそういう意味では、ほんとうに地元に残る数少ない仕事の中の１つ

です。地域に若い子が一人二人いるだけでも、おじいちゃん、おばあちゃんたちがほん

とうに自分の孫のようにかわいがってくれるんです。その人がおばあちゃん、こうやっ

てやるんだよとシステムやパソコン操作を教えてくれれば、全く不信感もなくやってく

れると思いますし、多分郵便局の滞在時間が長くなると思います。 

○米山主査  そうですね。日本郵便もいろいろ人事配置を工夫していただきたいと思い

ます。ほかに何かございますか。 

○横田専門委員  済みません。あと１つだけ。地方で言うとコンビニが難しいのであれ

ば、私は道の駅と連携するのがいいなと思っていまして、道の駅の中に入るのではなく

て、道の駅も実は人手不足なんですね。やれない部分もたくさんありますので、道の駅

と連携することによって、実は新しい事業ができたりとか、システムができるんじゃな

いかななんて思っています。 

○山本前橋市長  だから、高齢者の拠り所の機能の最大の吸引力なんです、郵便局は。



- 36 - 

 

ＣＣＲＣ、シェア金沢とか、最近はやりですよね。高齢者の必要施設を１カ所にまとめ

ていく。僕はそう思っていまして、実は前橋市もＣＣＲＣを５カ所つくるんですけれど

も、そこには必ず郵便局、入ってよというんだけど、入れないんですよ。なかなか。ぽ

んと孤立していたんじゃなく、みんなが機能を発揮し合えるような環境をつくりたいな

といつも思っていますよね。ＣＣＲＣには、ＡＩのシステムを使って、空いているタク

シーとかの交通資源を全部効率的に動かして、高齢者を５拠点に集めるわけですよ。そ

のときに郵便局があるのとないのじゃ、来る意味が全然違ってくると私は思っています。 

○東條主査代理  いいですか。 

○米山主査  どうぞ。 

○東條主査代理  横田専門委員の農産物の売買プラットフォーム、それから石山委員か

ら伺った地域コミュニティのハブ機能、いずれも空間をうまく活用する。多機能のもの

をそこに寄せていく。こういう話だと思いますけど、事務局に伺ったほうがいいのかも

しれませんが、現在、こういったいろいろな可能性のあるサービスを実現するのに、何

か法令上のハードルはあるんですか。 

○北林企画課長  先ほどの、例えば農家の農産物の出荷場というんですかね、郵便局を

集荷場としてお使いになるみたいな話というのは、おそらくスペース貸しの問題なのか

なと思いますので、特段そこにハードルはないのかなと。既に今やっている地域という

か、局もあるというふうに聞いています。もちろん業務としてスペース貸しというのを

届け出していただいているというのが前提になりますが、それ自体でハードルがあると

は今の時点では特段考えておりません。 

○東條主査代理  そうすると、空間の利活用系に関しては、その限りにおいては全く問

題ない。 

○北林企画課長  そうですね。郵便局で自分が保有しているスペースをどう活用するか

という部分でございますので。ただ、そこに何か別の機能を、郵便局の事業として別の

展開をする。さっきの資格の話じゃないですけれども、そういうのが加わってくると、

別の規制というのか、枠組みみたいなものが必要になってくるのかなというふうに思い

ます。 

○東條主査代理  なるほど。必要なリソースは、人的リソースもどこかから調達してく

れば済むだけの話なので、特にこういうコミュニティ機能なんていうのは、コーディネ

ートマネジャーというか、中心になる人がすごく重要なので、誰にでもできるわけでは
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ないという感じはしますよね。 

○横江専門委員  非常に基本的な質問なんですけど、宅配は集配に来てくれますけど、

郵便局は。 

○北林企画課長  集荷はしています。 

○横江専門委員  今みたいに来てもらってというのはお金さえ払えば大丈夫だというこ

とですね。 

 

  （５）意見交換 

 

○米山主査  ほかに何かございませんでしょうか。横田委員のご説明以外にも全体で何

か質問し残した点などがございましたら、どうぞご遠慮なく。 

○竹内専門委員  質問ではなくてこれまた感想みたいな話で恐縮ですが。先ほどから私

も、コンビニと郵便局は何が違うのか、どこで差別化を図るのかということを考えてい

ました。１つは先ほどから出ている、人間の話ではないかと思います。コンビニでは何

となく信頼がおけないとか、何か不安だなと思う気持ちは、そこのカウンターにいる人

がみんなバイトのお兄ちゃんやお姉ちゃんであることが多く、また場合によっては外国

人の店員さんということもあり、いつも行ったらいつも同じ顔なじみというわけじゃな

いんですよね。最近までいたあの人、どうなった。もうやめちゃったとか、２、３日で

いなくなったみたいなことがよくあります。そういう店員さんに何か信頼がおけるサー

ビスをお願いするというのは何か不安だというのがあります。郵便局の場合は、いつも

同じ顔の人がいて、地域をよくわかっている人がいて。そういうような状況だからこそ

できることがあると思うんですね。ある意味、郵便局の売りはそこにあって、しっかり

とした人材が育成されていて、その人がその地域をよくわかっていると。そういうよう

な人間がいるということが、まさに郵便局ならではなんじゃないかなと思うわけです。

そんなところを感じたところです。 

○米山主査  どうもありがとうございます。ほかにご意見、コメントでも結構ですので、

何かございましたら。どうぞ。 

○大平専門委員  先ほどの石山専門委員さんの１５ページですけど、相乗り交通事業っ

てありましたね。相乗りに限らず車に人を乗せたりとか、子育て支援であったりとか、

資格とか、現金のやりとりとか、そういうことはどうでしょうか。 
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○石山専門委員  基本的には現金のやりとりというものも、インターネットのサービス

上で、要はインターネットで買い物ができるような、同じようなイメージで現金の決済

のやりとりというのは済むようになっています。 

 資格についてというところなんですけれども、サービスごとに異なりまして、例えば

子育てのシェアというサービスもさせていただきますけれども、基本的には資格が必要

ないんだけれども、預かる上で、一定こういうところは守ってねというところはルール

化されていて、そこに対して承諾をいただいた方がホストとしてサービス提供者になる

というケースがございます。 

○米山主査  よろしいでしょうか。そのとき評価システムというのは大分重要なんです

か。 

○石山専門委員  基本的には。そうですね。重要ですね。要はこれまでであったら、家

事代行であったら、家事代行の企業が、例えばダスキンさんとかが雇用していて、その

方に一生懸命研修して、ご自宅に派遣するわけですけれども、ＣtoＣのマッチングとい

うのは、企業というのがサービスのクオリティーを担保するわけではなくて、ご近所の、

例えば資格はないんだけれども、掃除が得意だよというのを証明するのが評価システム

というものになると。 

○米山主査  使った人がよかったよと評価するわけですね。 

○石山専門委員  まさにそうですね。 

○米山主査  そういうのがサービスを提供する人の評判になっていく。そこで担保する

という考え方。 

○石山専門委員  ただ、リアルの対面で、全く他人の方と会うようなサービスですので、

基本的にはほとんどのサービスが大手の保険会社と提携していて、保険は何かあったと

き、おりるような形にはなっています。 

○米山主査  わかりました。 

○山本前橋市長  これは大平さん、移動の足が心配なんでしょう。 

○大平専門委員  そうですね。 

○山本前橋市長  ほんと、そうですよ。乗っていこうというのは、俺があっちに行くか

ら、一緒に行かないかというような感じ？ ガソリン代だけちっと出せやという程度？ 

○石山専門委員  はい、そうですね。ただ、天塩町の取り組みについては、基本的には

普通のサービスはオンライン上で個人と個人でやりとりするんですけれども、高齢者の
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方が多いので、この天塩町の役所の中に担当を置いて、電話ベースでも受け付けて、マ

ッチングするようなところも機能として置いています。なので、あした病院に行きたい

んだけれどもというおばあちゃんが、この役所内の担当に電話して、もともとドライバ

ーとしてやってもいいよという方に電話してマッチングするということをオフラインで

やっているという。 

○山本前橋市長  いいですね。前橋でも山間部があるから、そういうのをやろうと思っ

たら、最後は善意を生かすようなところで、東京や霞が関のマインドがローカライズし

て、みんなで頑張ってやってみろやという、そういうのがないとうまくいかないと思っ

ている。 

○竹内専門委員  実費の支払いとそれが運賃になるかどうかですね。運賃になると有償

運送で道路運送法違反になるので、白タクです。特に運輸は安全ということを大変重要

視するので、それが過剰過ぎるとそこで厳しい判断をされてしまいます。そこあたりも

郵便局の周辺のものとして考えなければいけないところだと思いますけどね。 

○米山主査  そうですね。おっしゃるとおりですね。 

○石山専門委員  ここでｎｏｔｔｅｃｏさんの課題としては、有償ではできないので、

ビジネスとしては結構難しいと。なので、どちらかというとＣＳＲ的な形での取り組み

になってしまうんですけれども、別の形で補助金であったりとか、それこそこれまでコ

ミュニティバスを運営していた事業費というものをここにシェアするというようなこと

ができれば、継続は可能なんじゃないかと思います。 

○山本前橋市長  民間の善意だけでうまくやってくださいよみたいなことで、さっき言

ったような優しい局長さんが俺のところで待っていれば誰か呼んでやるよというような

ネットワークの善意のハブになればいいとおもう、郵便局長が。 

○横田専門委員  例えば介護タクシーって相乗りできるじゃないですか。それの何月何

日に誰々さんが予約入るよ。それの予約システムを郵便局の中に置いておいて、窓口の

人が３月１日にとみこさん行くんだけど、一緒に行ったらというのを予約してあげると

いうシステムになれば違法でも何でもないですし、ビジネスになると思うんですけどね。 

○山本前橋市長  なかなかその部分の郵便局長が手間が大変ですよね。 

○横田専門委員  仕事がどんどん増えますね。 

○武田官房総括審議官  いいですか。 

○米山主査  武田総括審議官どうぞ。 
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○武田官房総括審議官  今日はありがとうございます。非常に貴重なご意見、特に郵便

局に対して期待が、皆さん、ものすごい大きいものがあるなとつくづく痛感しました。

やはり郵便１５０年とか国営の歴史を積み重ねて、公社、民営化とたどってきた、そう

いうところもあるかなと思っております。今お話があった、善意とかボランタリーとか、

そういう取り組みも求められるかなと思いますが、一方で民営化となった以上は、一会

社としてしっかりと今郵便局も取り組んでいるわけでございまして、そういう期待され

るものを、日本郵便株式会社として取り組もうとする場合に、場合によっては自力でで

きるものかどうかというところも、ぜひそこは頭の隅に置いておいていただく。実行す

るために、あわせてこういう方策も必要だとか、そういうご提言なり、ご意見があれば、

ぜひそういうところもお願いしたいなというふうに思っております。 

○山本前橋市長  最後はそういうことになりますけど。でも、だからこそ、そういう機

能を持ってよと、我々行政が善意として支援や補助するというやり方があるんだと思う

んです。 

 

  （６）その他 

 

○米山主査  どうもありがとうございました。それでは以上で本日の議題は終了いたし

ました。事務局から何かございますか。 

○北林企画課長  特にございません。 

 

閉  会 

 

○米山主査  それでは、改めて本日の委員会を終了いたします。 

 次回の委員会の日程につきましては、決まり次第、事務局から連絡差し上げますので、

以上で閉会とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

 


